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注意事項 

１．答案用紙の記入にあたっては、黒鉛筆またはシャープペンシルを使用する。 

２．答案はすべて答案用紙に記入し、提出する。 

３．答案は答案用紙の「記入例」をよく読んでから、記入する。 
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≪自然≫ 

問１．令和元年に鹿児島の武家屋敷群「麓」が日本遺産に認定された。「麓」の

背後には山城が控えていることが多い。そのほとんどがシラス台地の地

形や地質の特性を利用して作られている。シラス台地を形づくる地層は、

ほぼ入戸火砕流堆積物と言って良い。入戸火砕流堆積物の地質学的背景

や山城に適した特徴について、200字程度(160字以上 240字以内)の文章

で書きなさい。但し、以下の３つのキーワードを使用すること。 

 

         「湾奥部」   「非溶結」   「工具」 

 

 

【解答例】２２９文字 

入戸火砕流堆積物は、現在の鹿児島湾奥部に位置する姶良カルデラを形成させ

た約２万９千年前の大噴火によって噴出した。南九州全域に分布し、場所によっ

ては厚さが百メートルほどにもなる。入戸火砕流堆積物の大半は非溶結である

が、堆積直後の熱と圧密で凝固しており、シラス台地の侵食された周辺部はほぼ

垂直である。その一方で、比較的柔らかいために容易に工具で削ることができ、

地形を改変することができる。これらの特徴を持つことから、シラス台地には敵

の攻撃しにくい山城が多く築かれた。 

（地層の年代は約３万年前でも良い） 

 

 

 

≪歴史≫ 

問２．西南戦争後の鹿児島県の産業振興について 200 字程度(160 字以上 240 字

以内)の文章で書きなさい。但し、以下の３つのキーワードを使用するこ

と。 

「興業館」  「士族授産」  「西本願寺」 

 

 

【解答例】(219字) 

西南戦争後、特権を失った士族への授産事業を士族授産という。牧畜業が主で

あった。その中で興業館は明治 16年、鹿児島県の物産の陳列館として設立され

た。当時の極端なデフレ策による農村不況の中、鹿児島県の特産品の販売を狙っ

たブランドショップであった。太平洋戦争で焼けたが今では貴重な石造建造物

遺構として保存活用されることになった。建築費用として約 1.5 億円を寄付し

たのが西本願寺であった。西南戦争後に禁制がとかれた浄土真宗布教の大きな

期待の表れであろう。 

 



 

≪文化≫ 

問３．薩摩義士について 200 字程度(160 字以上 240 字以内)の文章で書きなさ

い。但し、以下の３つのキーワードを使用すること。 

 

       「平田」   「治水神社」   「青少年交流」 

 

 

【解答例】(216字) 

宝暦年間に幕府より木曽、長良、揖斐三川の治水工事を命じられた薩摩藩では家

老・平田靱負以下およそ 1000人が難工事に挑んだ。途中、相次ぐ洪水に工事中

の堤防が流されるなど予算を遥かに上回る出費を余儀なくされ藩財政に打撃を

与える。この間に過労、疫病などで 80人以上が死亡・自刃。工事の完了を見届

けた平田は全ての責任を負って自ら命を断った。岐阜県海津市には平田靱負ら

を祭神に治水神社が建立されており、毎年鹿児島・岐阜両県青少年の交流が行わ

れている。 

 

 

 

≪産業経済≫ 
問４．屋久島の特徴について、200字程度（160字以上 240字以内）の文章で書

きなさい。但し、以下の３つのキーワードを使用すること。 
 
      「九州最高峰」 「３０周年」 「島内電力」 
 

【解答例】(234字) 

 屋久島は周囲１３２ｋｍの円形の島で、九州最高峰の宮之浦岳を筆頭に、標高

１０００ｍ以上の山々が連なっていることから、洋上アルプスと呼ばれている。

平成５年には、樹齢数千年の屋久杉をはじめとする特殊な森林植生や亜熱帯か

ら冷温帯に及ぶ植生の垂直分布等特異な生態系を構成していることなどから、

我が国で最初の世界自然遺産に登録され、今年３０周年を迎える。島内電力は、

ほぼ全て発電時にＣＯ２を発生しない水力発電で賄われており、脱炭素社会に

向けてモデルとなりうる地域特性を有している。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

≪地域≫ 

問５．以下の地域に関して次の問に答えなさい。 

 

【１】志布志市に関する文章の空欄に当てはまる語句を記入しなさい。 

 

  志布志市は、大隅半島の東部にあり、平成 18年に松山町、志布志町、①

有明町の三町が合併して誕生した。 

  沖合４キロメートルの地点に浮かぶ小さな無人島②枇榔島は、島一つま

るごと国の特別天然記念物に指定され、亜熱帯植物群の中を散策したり、海

岸では魚釣りを楽しむことができる。 

  妊婦の守護として有名な③宝満寺では、豊かな湧水の池や観音堂がある

ほか、志布志城跡の麓地区には武家屋敷があり、江戸時代に造られた平山氏

庭園や天水氏庭園で往時をしのぶことができる。 

  志布志湾では古くから④ちりめん漁が盛んであり、この地で採れるもの

は、背中が白いことが特徴で「背白（せじろ）④ちりめん」と呼ばれている。 

また、志布志港は、国内有数の畜産地帯である南九州地域を背後に持ち、

国内外との物流拠点としての機能を担い、平成 29 年からは、⑤国際バルク

戦略港湾(穀物)として整備されている。 

 

 

【２】伊佐市の紹介を、200字程度（160字以上 240字以内）の文章で書きな

さい。但し、以下の３つのキーワードを使用すること。 

 

   「金」   「東洋のナイアガラ」  「郡山八幡神社」 

 

 ＜解答例＞（206字） 

   伊佐市は、伊佐米の名で知られる県内でも屈指の米どころであり、金の

産出では、世界でも有数の高品位を誇る菱刈鉱山がある。 

   曽木の滝は、「東洋のナイアガラ」と称され、崖を飛沫と轟音をあげて

落下する景観はとても雄大で、滝の上には、千畳岩と呼ばれる平担な岩床

が広がっている。 

郡山八幡神社は、昭和 24年に国の重要文化財に指定されている。また、

社殿改修の際、本殿の柱から、焼酎に関する日本最古の資料となる落書き

の木札が発見された。 

 


